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12月
がつ

4
よっ

日
か

、当
とう

センター初
はつ

の

試
こころ

みである太
たい

鼓
こ

の演
えん

奏
そう

体
たい

験
けん

が

行
おこな

われました。太
たい

鼓
こ

を叩
たた

いて

いると、自
し

然
ぜん

と心
こころ

が解
かい

放
ほう

され、

言
こと

葉
ば

を超
こ

えた
た

交
こう

流
りゅう

を体
たい

験
けん

する

ことができました。 

講
こう

師
し

は 一
いっ

般
ぱん

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

縄
じょう

文
もん

芸
げい

術
じゅつ

文
ぶん

化
か

財
ざい

団
だん

代
だい

表
ひょう

理
り

事
じ

で打
だ

楽
がっ

器
き

奏
そう

者
しゃ

の茂
も

呂
ろ

剛
ごう

伸
しん

さんと、同
どう

財
ざい

団
だん

の理
り

事
じ

で茂
も

呂
ろ

さんに師
し

事
じ

する石
いし

田
だ

しろさんのお二
ふた

人
り

。

茂
も

呂
ろ

先
せん

生
せい

は、西
にし

アフリカの民
みん

族
ぞく

楽
がっ

器
き

であるジャン

ベの演
えん

奏
そう

と制
せい

作
さく

をガーナで学
まな

び、帰
き

国
こく

後
ご

アフリカ

のリズムと、子
こ

どもの頃
ころ

から習
なら

っていた和
わ

太
だい

鼓
こ

の

リズムを融
ゆう

合
ごう

した独
どく

自
じ

のスタイルで演
えん

奏
そう

活
かつ

動
どう

をし

ていました。あるとき、北
ほっ

海
かい

道
どう

と結
むす

びつきの深
ふか

い

縄
じょう

文
もん

文
ぶん

化
か

と出
で

会
あ

い、より北
ほっ

海
かい

道
どう

の大
だい

地
ち

に根
ね

差
ざ

した

音
おん

楽
がく

を追
つい

求
きゅう

するようになりました。先
せん

生
せい

の地
じ

元
もと

、

江
え

別
べつ

の土
つち

で作
つく

った土
ど

器
き

にエゾシカの皮
かわ

を張
は

った

縄
じょう

文
もん

太
だい

鼓
こ

は、その過
か

程
てい

の中
なか

で生
う

み出
だ

されました。 

 

ジャンベ、縄
じょう

文
もん

太
だい

鼓
こ

の紹
しょう

介
かい

に続
つづ

いて、茂
も

呂
ろ

先
せん

生
せい

が取
と

り出
だ

したのは、函
はこ

館
だて

で出
しゅつ

土
ど

した中
ちゅう

空
くう

土
ど

偶
ぐう

と呼
よ

ばれるちょっととぼけた表
ひょう

情
じょう

の土
ど

偶
ぐう

のレプ

リカ。作
つく

りがとても精
せい

巧
こう

で、道
どう

内
ない

唯
ゆい

一
いつ

の国
こく

宝
ほう

に指
し

定
てい

されています。茂
も

呂
ろ

先
せん

生
せい

は、縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

は

心
こころ

の豊
ゆた

かさを大
だい

事
じ

にしていたと話
はな

しました。石
いし

田
だ

先
せん

生
せい

もアイヌの人
ひと

々
びと

との関
かかわ

りを通
とお

して、一
いち

万
まん

年
ねん

以
い

上
じょう

も争
あらそ

いごとのなかった縄
じょう

文
もん

の時
じ

代
だい

に魅
み

了
りょう

さ

れたことを語
かた

ってくれました。 

 

文化体験「ジャンベ・縄文太鼓演奏体験」 

言葉をこえて、ひとつの音楽をつくる 
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演
えん

奏
そう

体
たい

験
けん

では、先
せん

生
せい

に教
おし

えてもらったリズムをみん

なで繰
く

り返
かえ

したり、強
きょう

弱
じゃく

のつけ方
かた

を自
じ

分
ぶん

で工
く

夫
ふう

して

ひとりずつ順
じゅん

番
ばん

に叩
たた

いたりしました。最
さい

後
ご

はひとつ

のリズムをみんなで繰
く

り返
かえ

す中
なか

に先
せん

生
せい

の演
えん

奏
そう

が加
くわ

わ

り、見
み

事
ごと

な合
がっ

奏
そう

に。先
せん

生
せい

の掛
か

け声
ごえ

に合
あ

わせて大
おお

きくひ

とつ叩
たた

いて締
し

めくくられ、不
ふ

思
し

議
ぎ

な一
いっ

体
たい

感
かん

を味
あじ

わうこ

とができました。 

演
えん

奏
そう

体
たい

験
けん

の終
お

わりに参
さん

加
か

者
しゃ

のひとりひとりが、「み

んながひとつになって感
かん

動
どう

した」、「初
はじ

めての体
たい

験
けん

だっ

たけれど楽
たの

しかった」、「別
べつ

の世
せ

界
かい

に行
い

ったような不
ふ

思
し

議
ぎ

な気
き

持
も

ちになった」といった感
かん

想
そう

を述
の

べました。 

 
最後の講師による演奏に 

参加者全員がスタンディングオベーション！ 

「みなさんと出
で

会
あ

えた喜
よろこ

びをこめて、最
さい

大
だい

限
げん

の演
えん

奏
そう

をさせていただきました。今
きょ

日
う

はみなさんに会
あ

え

て本
ほん

当
とう

にうれしいです」という茂
も

呂
ろ

先
せん

生
せい

の言
こと

葉
ば

が印
いん

象
しょう

的
てき

でした。石
いし

田
だ

先
せん

生
せい

もお父
とう

さんが満
まん

州
しゅう

からの引
ひき

揚
あげ

者
しゃ

であると話
はな

し、「もしかしたら自
じ

分
ぶん

も帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんと同
おな

じような境
きょう

遇
ぐう

だったのかもしれない。今
きょ

日
う

ここでみなさんと会
あ

えたことに不
ふ

思
し

議
ぎ

な縁
えん

を感
かん

じます」と話
はな

しました。 

まさに太
たい

鼓
こ

で会
かい

話
わ

をし、互
たが

いに響
ひび

き合
あ

い、ひとつの音
おん

楽
がく

をつくりあげる時
とき

となりました。 

 

稚内・地域生活支援推進事業 

ロシア料理を帰国者が紹介 
 

 稚
わっか

内
ない

では 11月
がつ

18日
にち

に帰
き

国
こく

者
しゃ

を講
こう

師
し

とした料
りょう

理
り

交
こう

流
りゅう

会
かい

が

開
ひら

かれました。事
じ

業
ぎょう

を委
い

託
たく

している稚
わっか

内
ない

日
にち

ロ
ろ

経
けい

済
ざい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

が、昨
さく

年
ねん

と同
どう

様
よう

に地
じ

元
もと

の新
しん

聞
ぶん

で参
さん

加
か

希
き

望
ぼう

者
しゃ

を募
つの

り、8名
めい

の市
し

民
みん

のみなさんが帰
き

国
こく

者
しゃ

と一
いっ

緒
しょ

にロシア料
りょう

理
り

をつくりました。帰
き

国
こく

者
しゃ

自
じ

身
しん

が親
した

しんできた文
ぶん

化
か

を地
ち

域
いき

のみなさんに紹
しょう

介
かい

するこ

とができました。 

8名
めい

の参
さん

加
か

者
しゃ

の中
なか

には「去
きょ

年
ねん

習
なら

った料
りょう

理
り

がとても美
お

味
い

しか

ったので」と、昨
さく

年
ねん

から続
つづ

けて二
に

回
かい

目
め

の参
さん

加
か

となる人
ひと

もいまし

た。メニューはボルシチ、ひき肉
にく

を入
い

れたブリヌィ（クレープ）、

パンにつけて食
た

べるカボチャのピューレ。ロシア料
りょう

理
り

のレパ

ートリーをさらに広
ひろ

げた人
ひと

、ビーツを初
はじ

めて見
み

たと言
い

う人、残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

について初
はじ

めて知
し

った人など、参
さん

加
か

者
しゃ

それぞれが新
あら

た

な体
たい

験
けん

をすることができました。帰
き

国
こく

者
しゃ

にとっても、貴
き

重
ちょう

な交
こう

流
りゅう

の機
き

会
かい

となりました。 
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ボッチャ体
たい

験
けん

は、これまで同
どう

様
よう

NPO法
ほう

人
じん

「あ・りー

さだ」の代
だい

表
ひょう

の正
まさ

木
き

英
ひで

之
ゆき

先
せん

生
せい

の指
し

導
どう

で行
おこな

われました。

やはり回
かい

を重
かさ

ねると、参
さん

加
か

者
しゃ

のみなさんもルールをす

っかり飲
の

み込
こ

んで、開
かい

始
し

時
じ

間
かん

前
まえ

から練
れん

習
しゅう

試
じ

合
あい

が行
おこな

わ

れていました。2回
かい

目
め

、3回
かい

目
め

ともトーナメント方
ほう

式
しき

の

個
こ

人
じん

戦
せん

で行
おこな

われ、特
とく

に 3回
かい

目
め

は最
さい

後
ご

まで予
よ

測
そく

のつかな

い接
せっ

戦
せん

が多
おお

くなりました。正
まさ

木
き

先
せん

生
せい

からも、さらに試
し

合
あい

が面
おも

白
しろ

くなる色
いろ

々
いろ

な戦
せん

法
ぽう

を教
おし

えてもらうことができ

ました。 

12月
がつ

13日
にち

の体
たい

験
けん

では、クリスマスが近
ちか

かったことも

あり、表
ひょう

彰
しょう

式
しき

にはサンタクロースが登
とう

場
じょう

、勝
しょう

者
しゃ

にプ

レゼントが贈
おく

られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康運動教室「ボッチャ体験」 

回を重ねてどんどん上手に！ 

 

 

12/13 の決勝戦

は夫婦対決！！ 

 

試合はトーナメ

ント方式で行わ

れました 

職員も審判

に挑戦 

11 月 22 日、12 月 13 日にボッチャ体験が開催されました。 
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日本語教室 みんなで力を合わせて動画制作 

新
しん

型
がた

コロナウイルスの感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

がなかなかおさまらないこともあり、

今
こん

年
ねん

度
ど

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

の学
がく

習
しゅう

発
はっ

表
ぴょう

は、受
じゅ

講
こう

生
せい

のみなさんの動
どう

画
が

出
しゅつ

演
えん

と

なりました。童
どう

話
わ

「裸
はだか

の王
おう

様
さま

」の登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

を受
じゅ

講
こう

生
せい

が演
えん

じたほか、ナ

レーション部
ぶ

分
ぶん

なども細
こま

かく分
わ

けて、ひとりひとりが担
たん

当
とう

できるように

しました。密
みつ

を避
さ

けるため、できるかぎり個
こ

別
べつ

で撮
さつ

影
えい

をしました。これ

までの学
がく

習
しゅう

発
はっ

表
ぴょう

会
かい

の劇
げき

などで活
かつ

躍
やく

していた帰
き

国
こく

者
しゃ

は、今
こん

回
かい

も抜
ばつ

群
ぐん

の演
えん

技
ぎ

力
りょく

を発
はっ

揮
き

。みんなで力
ちから

を合
あ

わせて、思
おも

い出
で

に残
のこ

る、また手
て

元
もと

にも残
のこ

る作
さく

品
ひん

が出
で

来
き

上
あ

がりました。 

 

クランクアップ！記念

に所長とパチリ！ 

2月・3 月の行事 

２月２８日 

 

文化交流会「ひな飾りづくり」 

３月５日 中国・樺太帰国者文化祭（作品展） 

３月５日 中国・樺太帰国者を知る集い 

※新
しん

型
がた

コロナウイルスの感
かん

染
せん

状
じょう

況
きょう

によっては、中
ちゅう

止
し

・

延
えん

期
き

となる場
ば

合
あい

があります。 

※介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

サロン（手
て

稲
いね

前
まえ

田
だ

・もみじ台
だい

）、健
けん

康
こう

運
うん

動
どう

教
きょう

室
しつ

については、開
かい

催
さい

前
まえ

に案
あん

内
ない

をお送
おく

りします。 

 

中国残留邦人等支援に係る連絡会 

言い尽くせない孤児の悲しみ 

11 月
がつ

11 日
にち

中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

支
し

援
えん

に

係
かかわ

る連
れん

絡
らく

会
かい

が開
かい

催
さい

されました。昨
さく

年
ねん

同
どう

様
よう

プログラムの最
さい

後
ご

に、中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

の体
たい

験
けん

と労
ろう

苦
く

を伝
つた

える戦
せん

後
ご

世
せ

代
だい

の語
かた

り部
べ

である今
いま

村
むら

幸
こう

一
いち

さんの講
こう

話
わ

を聞
き

き

ました。 

添
てん

乗
じょう

員
いん

として働
はたら

く中
なか

で、戦
せん

没
ぼつ

者
しゃ

の遺
い

族
ぞく

の悲
かな

しみに触
ふ

れたことが語
かた

り部
べ

とな

るきっかけだったという今
いま

村
むら

さんは、

中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

の片
かた

野
の

坂
さか

忠
ただ

光
みつ

さんの生
しょう

涯
がい

について語
かた

りました。帰
き

国
こく

後
ご

の現
げん

在
ざい

の

生
せい

活
かつ

を「幸
しあわ

せです」と言
い

いながらも、時
とき

折
おり

暗
くら

く沈
しず

んだ表
ひょう

情
じょう

になり、中
ちゅう

国
ごく

にい

る間
あいだ

お母
かあ

さんのところに帰
かえ

りたいと思
おも

っていたその思
おも

いを今
いま

も忘
わす

れていない、

と言
い

う片
かた

野
の

坂
さか

さん。その言
い

い尽
つ

くせない

悲
かな

しみを少
すこ

しでも感
かん

じてもらえれば、と

結
むす

びました。 

 

 

 

 


